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テーマ

概要

終了後は、参加者同士でテーブルを囲み、交流会を行いました。作成したPOPを一人一人が披露し、伝えたい魅力やポイント

を語ることで他の人の考え方も学べました。その後は、参加者同士の情報交換などを行い、活発な交流の場となりました。

参加者からは、講座を受けての前向きな感想や、講座を通じた交流の広がりを実感できる意見が寄せられました。

実践的な内容と、すぐに現場で活かせる学びが多い講座を開催しておりますので、ぜひご参加ください。お待ちしております。

参加者の声① 参加者の声② 参加者の声③

「自身の栽培した作物の魅力を

どのように伝えていくかを考え

ることに活かしていきたい。」４0代

「POPの書き方、数字の書き方、

とても参考になりました。」

講師

「農産物の売り方～伝える力を育てるPOPづくり～」

農産物の魅力や作り手のこだわりをわかりやすく伝える方法を学び、魅力的な売り場づくりを目指す。

イーサポートリンク株式会社 執行役員社長室室長 兼 シェイクシフト 代表 伊藤 訓

第2回西多摩地域講座が2025年10月7日（火）に西多摩農業改良普及センター

で開催され、女性農業者を中心に、15名（男性、後日動画視聴希望者含む）が参加

しました。今回は「農産物の売り方」をテーマに、イーサポートリンク株式会社執行

役員社長室室長 兼 シェイクシフト 代表 伊藤 訓氏から、今後の農業のあり方を

学んだ上で、農産物の「価値」を今こそ高めるために、適切な量目の商品を提供す

る考え方や短い言葉で商品の魅力を的確に伝えるPOP作りを学びました。

50代 50代

「作物を作る視点だけでなく、

売れる視点で商品としての価値

を上げるようにしていきたいと

思った。」

講義

交流会

ワークショップ

ワークショップ

■ 第１部 農産物の魅力を消費者に効果的に伝える方法

第1回講座で学んだお客様像（ペルソナ）を意識して、野菜の詰

め方や詰める量を考えました。「食べ盛りな子どもがいる3人

家族だったら？」「老後の夫婦だったら？」といろんなお客様像

を考え、参加者同士で試行錯誤しながら実際に野菜を詰める

ワークショップに取り組みました。

お客様がPOPを売り場で見る時間はわずか数秒です。短い言

葉で的確に商品の魅力を伝える必要があります。そこでワーク

ショップでは、自身の農産物の伝えたいポイントを短い文章で

考え、実際にPOPを作成しました。伝えたいポイントをどこに

書けば魅力が伝わるか、文字の大きさや見やすい字体は？、色

はどうするか、売り場を想像しながら楽しくも真剣にワーク

ショップに取り組みました。

■ 第２部 作り手の想いやこだわりをPOPに表現する方法






